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業績予想と業績実績の差異発生に関するお知らせ 

 

平成25年５月10日に公表した業績予想と本日開示いたしました平成26年３月期第２四半期決算短

信の業績実績と差異が生じましたのでお知らせいたします。 
 

記 

 

● 業績予想と業績実績の差異について 
 
平成26年3月期第2四半期（累計）個別業績予想と業績実績の差異（平成25年4月1日～平成25年9月30日) 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1株当たり 

四半期純利益 
 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（A） 3,305 82 38 31 35.45 

今回発表実績（B） 3,225 10 △36 △44 △49.51 

増減額（B-A） △80 △72 △75 △75  

増減率(%) △2.4 △87.7 △195.0 △239.7  
（ご参考）前期第2四半期実績 

（平成25年3月期第2四半期） 
3,421 3 △39 △58 △66.16 

 

（注)当社は、平成25年10月１日付で普通株式１株につき100株の株式分割を行っております。前事業年度の期首に

当該株式分割が行われたと仮定して、「1株当たり四半期純利益」を算定しております。 

 
差異の理由 

飲食主力業態において、販促施策時の客数低迷に加え、販売価格低下による売上減少及び原価上昇が主要因とな

り、売上高は80百万円、営業利益は72百万円、経常利益は75百万円予想と実績に差異が生じました。また不採算店

の閉鎖等により特別損失10百万円を計上し、資産除去債務戻入益等により特別利益8百万円を計上した結果、四半

期純利益は76百万円予想を下回り44百万円の四半期純損失となりました。 

通期見込みにつきましては、第2四半期累計期間における低迷要因が解消してきており、また運営コスト削減に

努めることで当初予想を達成できる見通しであり、通期予想の修正はありません。 

 

以上 


